
平成２０年５月定例会　代表質問　【質問者および質問項目】

質問日　平成２０年５月１５日（木）　質問者　４名

　※質問時間は議員一人あたり４５分（答弁時間は別）です

発言
順位 議員名 会派名 発言事項

1 清水　正樹 新生会 ○所信表明及びマニフェストについて

　・マニフェスト進化論について

　・市民と協働のまちづくりについて

　・自治基本条例の制定について

　・予算編成の手続き（手法）について

○政治的信条について

　・未来を志向するため、過去を断ち切らなければならないも
　　のとは何か

　・最終処分場の建設について

　・広域合併について

　・市民センター改修工事について

　・組織・人事制度について

発言
順位 議員名 会派名 発言事項

2 大脇　正美 市民派クラブ ○草津市のまちづくりビジョンについて

　・施策・事業の継続、廃止について

　・草津市の都市像、まちづくりの基本方向について

　・教育方針や具体的な取り組みについて

○副市長人事及び執行役員制度について

　・副市長の人事について

　・執行役員制度について

○草津市の財政健全化について

　・草津市が取るべき財政健全化に向けた施策と今後の方針
　　について

○施策・事業の基本姿勢について

　・学校図書館の運営について

　・（仮称）「市民文化の森」の方針や構想について

　・特別支援教育支援員のネットワークについて

　・予算編成過程の情報開示について

発言
順位 議員名 会派名 発言事項

3 西村　隆行 公明党 ○現場での対話と徹底した情報公開について

　・職員が働く現場の現状をどうやって把握していくのか

　・職員の接遇能力向上と、自治体職員にとって問題とされて
　　いる「やらされ感」について

　・どのような「予算説明書」を作成しようと考えているのか

　・不透明な審議会制度に対する今後の取り組みについて

　・副市長についての考えと、定員どおり２名なのか、１名とす
　　るのかを問う

○高齢者の方々への思いについて

　・市から高齢者の方々にお渡しする各書類についての配慮
　　はどう考えているのか

○教育について

　・各教育機関と各家庭との連携はどのように考えているのか



発言
順位 議員名 会派名 発言事項

4 藤井　三恵子 日本共産党 ○行財政運営について

草津市会議員団 　・さらなる市民生活向上に向けた今後の財政運営について

　・道路特定財源に対する考えについて　　他

○人事配置について

　・仕事量に見合った職員定数と残業時間について

　・予定外の退職やメンタル休職者増加にどう対処するのか

　・副市長人事について　　他

○教育行政について

　・子どもの競争教育を進める学力テストの廃止について

　・給食費が払えない家庭への配慮について

○福祉・医療制度の改善について

　・後期高齢者医療制度に対する見解を伺う

　・国民健康保険税の引き下げと独自の減免制度について

　・介護保険制度における、給付水準の引き上げと、報奨制度
　　の改定について

○農業振興について

　・実態に合った農業施策を進めることについて

○地域活性化につながるまちづくりについて

　・草津駅東口周辺のまちづくりについて

　・西友跡地開発について

　・大型店の開発に対する規制と今後のまちづくりに関する課
　　題について　　他

○市民生活の向上について

　・ワーキングプア、非正規雇用の現状と派遣労働者保護法に
　　ついて
　・市内建設業者の経営安定化支援策の強化と今後の対応に
　　ついて

○同和対策事業の見直しについて

　・同和対策事業の一般施策化に向けた考えについて


